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1.  新旧長距離パートチーフ総括 

年の瀬もいよいよ押し詰まり、朝晩の冷え込みも一層と厳しいものになってまいりました。蒼

穹会の皆様におかれましてはますますご清栄のこと、心よりお慶び申し上げます。 

 先日丹後にて行われました関西学生駅伝におきまして、京都大学は 6 位という結果となりま

した。立命館大学・京都産業大学に次ぐ 3位という目標を掲げ臨んだこの駅伝、目標に遠く及ば

ない 6 位という結果に終わったことは非常に残念でならず、最終区で順位を落としてしまった

自身の走りにも自責の念が絶えませんが、一方で収穫も多いレースともなりました。とりわけ 1

区の岡野は宣言通りの区間賞、そして 2 区稲垣も最大限の走りで上位をキープするなど前半は

ほぼ理想通りの展開で京大の底力も充分に発揮された試合であったと思います。 

 今後は柴田を中心とする現 3 回生がチームの軸となります。今年の全日本大学駅伝の結果を

受けて来年度は関西代表の出場枠が「3」となりますます厳しい戦いになることが予想されます

が、先日の京都学生駅伝は特に 1・2回生の好走が目立ち若い力が確実に育っているのを感じま

した。 

 最後となりましたが、皆様にはこの場を借りて感謝申し上げます。今後ともより一層のお力添

えを、何卒宜しくお願い致します。 

京都大学陸上競技部長距離パートチーフ 高石 雅貴 

 
 関西学生駅伝が終わり、長距離の代替わり後初の対校戦となる京都駅伝が先日行われました。

ご多忙の中応援に駆けつけていただきました皆様、また激励の言葉等をかけていただきました

皆様、誠にありがとうございました。 

 さて、結果は 4 位と、途中まで奮闘していたものの目標であった 3 位にはわずかに届きませ

んでした。各個人であともう少し走れていれば、もうひと押し粘れていれば、といった反省もあ

りますが、4 区を走った 2 回生の谷口や 5 区を走った 1 回生の原田など、下回生が非常によく

頑張ってくれました。来年以降のチームを支えていく存在となるべき選手の成長を予感させる

という点では、収穫の多い試合だったと感じます。 

 しかし簡単に喜ぶことはできません。来年の全日本大学駅伝の関西枠は 3と、今年よりも 1つ

減っています。チーム全体として大きな飛躍が求められ、特に今回うまく走れなかった選手の多

い B チーム、また今回惜しくも走ることはできずサポートにまわってくれた選手層の成長が必

要不可欠であることは間違いないでしょう。これから入っていく冬練で力をつけ、来シーズンに

は強くなった京大を見せられるようにしたいと考えているところでございます。 

 蒼穹会の皆様におかれましては、いつも多大なるご支援、ご協力をいただきありがとうござい

ます。この場をお借りしてお礼申し上げます。皆様のご期待に沿えるようにも精進していく所存

ですので、今後ともよろしくお願いいたします。 

京都大学陸上競技部長距離新パートチーフ 柴田 裕平 



 

2.  監督挨拶 

去る 11月 19日、丹後半島にて関西学生駅伝が開催されました。京都大学

は 6月の全日本大学駅伝予選会での雪辱を果たすべく目標を 3位とし挑みま

したが、結果は 6位に終わりました。全日本大学駅伝予選会では歯が立たな

かった関西大、大阪経済大には 3分以上の差をつけられ、近年力を付けてき

た大阪体育大にも敗れました。来年の全日本への枠が「3」であることを考え

ると非常に厳しい結果です。純粋な力不足でしょう。 

 一方、12 月 3 日に行われた京都駅伝では龍谷大学に敗れ 4 位でしたが良

い内容の駅伝でした。1、2回生が想像以上の走りをしてくれて来年への希望

が少し見えてきました。 

 力のある選手たちがもう 1段階レベルアップし、その実力をきちんと試合

で発揮すること。そして 1、2 回生の中から上位を脅かす存在が数人で出て

来ること。この２つは来年の長距離パートの躍進のためには必要不可欠だと

考えます。 

 京都駅伝をもって今季の対校戦は全て終了し、全パート冬季練習に入って

います。来年の目標はこの冬にかかっていることを理解しながら日々励んで

ほしいと思います。今大会をもって私は監督の任期を終えますが、卒業まで

これからもできることをチームに与えていきたいと思っています。 

 蒼穹会の皆様には日頃より多大なご支援、ご声援を賜り本当にありがとう

ございます。 来季も含め、今後とも変わらぬご支援、ご声援のほどをよろし

くお願い致します。 

京都大学陸上競技部監督 西村 優汰 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

3.  関西学生駅伝結果 

丹後大学駅伝 第 76回 関西学生対校駅伝競走大会 

（11月 19日 丹後地方コース）



 

4. 関西学生駅伝詳細 

1区 岡野 颯斗(4)  24分 10秒（区間 1位） 

 1区を走らせていただきました、4回生の岡野です。当日は朝早くからの応援、サポート

ありがとうございました。 

 チームの結果は 6 位と、目標には遠く及びませんでしたが、個人的には多くの応援を力

に目標通り 1 位で 2 区の稲垣に渡すことができ、応援の力を強く感じました。本当にあり

がとうございました。 

2区  稲垣 達也(4)  29分 12秒（通過 2位・区間 4位） 

2区を走ったのは 4回生・稲垣。1区からの素晴らしい流れを受け継ぎ、少し速めのペー

スで最初の 1kmを入った。その後は最後に控える山登りを見据え、ペースを落ち着かせた。

立命館・大阪経済・京都産業・関西大の選手に一度は抜かれるも、得意の急で長い坂で挽回

し、立命館大から遅れること 16秒、京都産業大の 1秒前の 2位で 3区に襷を繋いだ。大阪

経済大や関西大に先着し、2区の仕事をしっかりと果たした。。 

3区  谷口 博紀(2)  21分 34秒（通過 7位・区間 13位） 

3 区を走るのは 2 回生の谷口。1・2 区の良い流れの中でスタートしたが、急勾配の下り

坂と随所の長い上りに苦しめられ、終盤の平地での挽回もならなかった。京産大・龍谷大・

関西大・大経大・大体大の 5校に立て続けに抜かれ、2位から 7位まで大きく順位を落とし

てしまった。 

4区  下迫田 啓太(M1)  31分 10秒（通過 6位・区間 4位） 

 アップダウンの続く第 4 区を走るのは、大学院 1 回生の下迫田。昨年に引き続いての抜

擢となった。谷口から襷を受け取ると、先行していた大経大に照準を合わせ、中盤でその前

に出る。しかし大経大との差を広げることはできず、逆にラスト 1km付近で抜き返されて

しまう。最後は苦しい走りになってしまったが、最低限の位置で尾﨑に襷を繋ぐことはでき

た。彼にとっては来年がラストイヤー。最後の関西学生駅伝での爆走を期待したい。 

5区  尾﨑 拓(3)  38分 17秒（通過 5位・区間 3位） 

5 区を走るのは 3 回生の尾﨑。5 位の大経大と 6 秒差で襷を受け取る。最初の 1km で大

経大に追いつく。大経大と並走し 3 位の関西大を追う。後半ペースの上がらない関西大を

捉え、3 位集団を形成する。最後は集団内で競り負け 3 位大経大と 2 秒差の 5 位で襷を繋

いだが、目標の 3位が見える位置での襷リレーで、最低限の役割は果たした。 

6区  柴田 裕平(3)  44分 33秒（通過 3位・区間 8位） 



 

 6 区は柴田。大阪経済大、関西大との 3 位争いで襷を受け取ると、そのまま並走。集団

が牽制しあう中で何度か仕掛けるが、他大もなかなか崩れずペース変動の激しい展開とな

った。ラストの上り坂まで集団となり、ペースも上がりきらないまま 7 区の久米に 3 位で

襷を繋いだ。区間 8位と、期待された走りとは程遠いものだった。 

7区 久米 祐輔(4)  42分 49秒（通過 5位・区間 12位） 

7 区を任された久米は、6 区柴田から関西大・大阪経済大と 2 秒差内の 3 位で襷を貰う。

しばらく 3 チームで並走するが、4km 過ぎに次第に離され、6km 以降に続く 2km の下り

坂で前 2チームと大きな差をつけられてしまう。最終的に第七中継点で 3位の関西大と 1'57

秒差がつき目標達成と 8区高石に大きな負担をかける走りとなってしまった。 

 試合当日・当日に至るまでの暖かな応援・支援に応えることが出来ず本当に申し訳なく思

います。それでも昨年の主力が抜けた今年、6区まで 3位争いを演じるところまで来れまし

た。この 6名は来年も競技を続けます。ご期待に答えられず申し訳ありませんが、また暖か

な応援をしていただけたら幸いです。何卒よろしくお願い致します。 

8区  高石 雅貴(4)  38分 42秒（通過 6位・区間 12位） 

8区を走るのは駅伝主将の高石。5位の大阪経済大学との差は約 1分 30秒。距離を詰め

るべく前半から積極的に飛ばしていくが 5kmを過ぎたあたりから徐々に差が詰まらなく

なり、少しずつ引き離されていく。天橋立を抜けて残り 3kmとなり最後の力を振り絞る

が、前半での疲労が祟り最後には大阪体育大学に交わされ 6位でフィニッシュ。悔いの残

るレースとなってしまった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

5. 京都駅伝結果 

第 83回京都学生駅伝競走大会 

（12月 4日 京都洛北コース） 

～対校の部～ 



 

～オープンの部～ 

6. 京都駅伝詳細 

対校の部・京都大学 A（4位 2時間 03分 51秒） 

1区 柴田 裕平(3) 24分 13秒（区間 2位） 

 1 区の柴田はスタート直後から先頭付近につけると、出雲路橋を折り返してから集団を

引っ張りハイペースに持ち込んだ。中間点を過ぎる頃には柴田と立命館 A、B、京産 A、B

の 5 チームに絞られており、上り坂で京産 A の元木が仕掛けると徐々にばらけ始めた。柴

田は立命館 Bと競って 2位争いを続け、先頭と 14秒差の 3番目で襷を繋いだ。3位を争う

龍谷大にはリードをとったが、前と離されてしまったことが悔やまれる。 

2区 尾崎 拓(3) 15分 13秒（通過 1位・区間 1位） 

 2区を走るのは 3回生の尾﨑。1位の京産大と 14秒差の 2位で襷を受け取る。前半から

ハイペースで走り前を追う。1km過ぎに京産大を捉え並走するが、3km付近からじりじり

と離され、1 位の京産大と 11 秒差で襷を繋ぐ。区間賞の走りであったが、好位置で襷を繋

げず、後半区間に負担をかけてしまった。悔いの残る走りとなった。 

3区 下迫田 啓太(M1) 25分 05秒（通過 3位・区間 5位） 

 中盤の重要区間である第 3区を走るのは、大学院 1回生の下迫田。京産大に次ぐ 2位で



 

襷を受け取るが、先頭とは実力差があり、大きく離される。3位の立命館に追いつかれてか

らは粘りの走りを見せたものの、両者ともなかなかペースを上げることができない。その間

に後続の龍谷大に差を詰められ、結果として後半区間の選手に負担をかけることになって

しまった。最後は立命館にもジリジリと差を広げられ、結局 3位で谷口に襷を繋いだ。 

4区 谷口 博紀(2) 16分 01秒（通過 3位・区間 4位） 

 4区を走るのは 2回生の谷口。前の立命館大と 9秒差、後ろの龍谷大と 17秒差で襷を受

ける。2㎞過ぎ、賀茂川河川敷に入ってすぐのところで龍谷大に一旦追い越されるも落ち着

いてマークし、残り 2 ㎞で再び引き離した。全体としては龍谷大に詰められる形になった

ものの、何とか 4秒差で原田に襷を繋ぐことができた。 

5区 原田 麟太郎(1) 20分 34秒（通過 3位・区間 4位） 

 後ろと 4 秒差の 3位でスタート。前半で追いつかれ、龍谷大学と並走してレースを進め

た。後半の登り坂で前に出て一度は離したものの、再び相手に追いつかれてラスト勝負にな

る。なんとか龍谷大学の一歩手前で 6区へつないだ。3位は保ったものの、差を広げられな

かったのが悔やまれる。 

6区 稲垣 達也(4) 22分 45秒（通過 4位・区間 4位） 

6 区を走ったのは 4 回生・稲垣。4、5 区の粘りの走りで龍谷大とほぼ同時の 3 位でスタ

ートした。序盤は様子を窺いつつペースを変動させるも、龍谷大は動じなかった。2km を

過ぎて龍谷大が前に出たため、それについて走った。中間点過ぎの下りで龍谷大のペースア

ップについていけず離され始めると、最後までその差を広げ続けられ 4 位でゴールした。

目標の 3位が見えていただけに、走力のなさを痛感させられるレースとなった。 

 

 

オープンの部・京都大学 B（OPN込 14位 2時間 11分 52秒） 

1区 川井 拓哉(2) 26分 12秒（OPN込区間 15位） 

 Bチームの 1 区は 2 回生川井が走った。今年から新しくなったコースを走る。スタート

してから滋賀大、同志社 B といったライバルチームや京都工繊大と並んで走る。が、その

後 3 キロを待たずして少し後方に下がると、集団から大きく離されてしまう。教習所付近

の坂を越えて、前方の集団がバラバラになっており、滋賀大が落ちてくるのが見えるが追い

上げられない。ライバルチームから大きく離されてしまったまま襷を繋ぎ、2区以降の選手

に大きな負担をかける走りをしてしまった。 

 



 

2区 渡邊 康介(2) 16分 52秒（OPN込区間 14位） 

 Bチーム 2区を走った 2回生渡邊。1区の川井から同志社と 39秒差、滋賀大と 28秒差

で襷を受け取る。コースのほとんどが下りという 2 区。急いで詰めることより賀茂川から

の開けたコースで上げていこうと考える。京都工繊が失速して抜いたラスト 500m までは

終始単独走であった。慣れない砂地と怪我で野外走に苦しんだ。同志社に 1 区２区で先行

することは叶わず、逆に差を広げられてしまった。悔しい駅伝デビュー戦となった。 

3区 田中 仁(1) 26分 23秒（OPN込区間 13位） 

前の滋賀大と 71秒の差で襷をもらい終始単独走でしたが、たくさんの応援に元気をもら

って走ることが出来ました。ただ前半余裕を持って入りすぎたせいか無難に小さくまとま

りすぎた走りになってしまい、実力・レース経験ともにまだまだだと感じさせられました。 

4区 大前 晃一(1) 16分 48秒（OPN込区間 10位） 

今回 B チームのメンバーとして走らせていただくのが直前に決まり、また当日も繰り上

げスタートという状況下でしたが、目標としていた滋賀大との差を詰め、また同時スタート

となった同志社 B にも 1 秒ですが先着でき、最低限の仕事はできたと思います。しかし、

タイムは満足できるものではなく、悔しさが残りました。この貴重な経験を来年以降に生か

していきたいと思います。 

5区 糠谷 充孝(1) 22分 32秒（OPN込区間 14位） 

繰り上げスタートし、同志社・佛教・びわこ学院と集団を形成してしばらく走ったが、次

第にその 3校から遅れていき、後方にいた滋賀大・大阪市立大にかわされた。賀茂川から離

れたあとの上りではさらに苦しい走りになり、差を広げられてしまった。見せ場のない走り

であった。 

6区 長谷川 大智(2) 23分 05秒（OPN込区間 8位） 

 B チームの 6 区は 2 回生の長谷川が走った。繰り上げスタートということで、常に集団

の前方に位置していたが、ラスト 1km周辺からのスパートのしあいに耐えきれないレース

となった。彼には冬を越えて大躍進することを期待したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

↑関西学生駅伝の 1 区で区間賞の走りを見

せた岡野(4)。ラストスパートで中距離らしい

キレを見せてくれた。 

↑関西学生駅伝の 5 区で 3 位、京都駅伝の

2 区で区間賞という好走を見せた尾崎(3)。丹

後駅伝では 4 区まで耐えた流れに乗って役目

を果たす走りができた。 

↑関西学生駅伝で 2 区、京都駅伝で 6 区を走

った稲垣(4)。関西学生駅伝では得意の上りで

好走を見せたが、京都駅伝ではやや精彩を欠

いたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑関西学生駅伝で 8区を走った高石(4)。最後

は苦しみながらも何とか襷をゴールまで運ん

だ。 
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